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  このような討議と並行して、いくつかの問題点も指摘され、以下のような回答を得た。 
6 
 
（１）ライブ刺激は刺激の統制が難しいのではないか。ベースライン条件において実験者が無
意識に社会的信号を出してしまっている可能性はないのか。 
回答：刺激を厳密に統制しようとすると、不自然な刺激になってしまう。本研究では、自然な
社会的相互作用を再現するため、あえて厳密な刺激の統制は行わなかった。そのため、特に実
験 3と 4では参加児間で脳反応の潜時にばらつきが出てしまっているが、今後解析方法を工
夫することである程度は是正できると考えている。対人相互作用場面では、意識せずとも行動
が同期する対人同期や引き込みといった現象が報告されており、実験者が意図していない刺激
の呈示が行われていた可能性は否定できない。ライブ刺激を用いた実験と併せてビデオ刺激を
用いた実験も行なっていく必要がある。 
（２）刺激を呈示するタイミングを統制するのが困難なライブ刺激を用いているので、モーシ
ョンキャプチャーなどの新しい行動コーディングの技術と組み合わせた脳機能データの解析
方法を検討するべきである。 
回答：今後、計測中の行動を自動的に検出してくれるような新しい技術も積極的に取り入れ、
特に参加児間で脳反応の潜時にばらつきのあった実験 3と 4について、事象関連の反応の分
析を試みたい。 
（３）脳機能の分析に比べ、行動評価の分析が不十分である。脳機能データありきの分析では
なく、相手の顔を見るといったような行動の分析をもっと詰めていく必要があるのではないか。 
回答：母子間の相互作用が、その後の乳児の社会的認知の発達にどのように影響するのかにつ
いて興味があり、今後より詳細な行動の分析をしていきたいと考えている。 
  
 公開審査会で指摘された上記の論点は、研究成果の意義をさらに深め、今後の研究の可能性
を押し広げるためのものであり、本研究で得られた知見の価値を損なうものではなかった。刺
激の自然さを重視する、ライブ実験ならではの欠点を含めた研究の問題点については、著者自
らが認識し、将来の課題として位置付けている。むしろ、まだ多くのことが未知な研究領域で
ある乳幼児の社会脳研究において、これまでの先行研究とは異なったアプローチに果敢に挑戦
し、根気強く実験を積み重ね、高い独自性と新規性を有する結果を丁寧に導いている点は高く
評価できる。 
上記全ての点を鑑みて、審査員一同は、本論文を白野陽子君への博士（心理学）の学位の授
与に値するものと判断する。 
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